
bootTitleID

アプリB

0x00

0x10

0xf0

0x20

アプリ間連携サンプルプログラムの動作説明（Bを起動）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d e f

arguments

titleID gameCode
maker
Code

arg
Size

flag

アプリ間パラメタ
(OSDeliverArgInfo *) HW_PARAM_DELIVER_ARG（0x02000000）

ランチャーパラメタ
（LauncherParam *）HW_PARAM_LAUNCH_PARAM(0x02000100)

magicCode
ty
pe

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d e f

crc16 prevTitleID

flags rsv[4]

bodyLength

0x00

0x10

BODYHEADER

アプリ間パラメータの初期化

validフラグを立てる

メーカーコード、ゲームコー
ド、タイトルIDのセット

アプリBに渡す引数のセット

アプリBを直接起動するよう
にランチャーパラメタを設定

し、リセット

OS_InitArgBufferForDelivery()

Hot/Coldスタート判定およ
びランチャーパラメタの検証

ランチャーパラメタから、起
動時のオプション（ロゴスキ
ップ、直接起動etc）を決定。

直接起動でない。アプリ間
パラメタをクリア

NO
Hotスタート且つパラ

メタ検証OK？

YES

アプリ直接起動？

YES

アプリを起動
（今回のケースではアプリB

を起動）

NO

アプリ選択画面

アプリ選択＆実行

アプリA（or C）から起動

Coldスタート
リセット

起動

アプリ間パラメタから、起動
元アプリのtitleID、引数文字

列を読み込み

YES

Launcher

アプリA（or C）

OS_SetValidDeliveryArgumentInfo()

OS_SetMakerCodeToDeliveryArgumentInfo()

OS_SetGameCodeToDeliveryArgumentInfo()

OS_SetTitleIdToDeliveryArgumentInfo()

OS_SetDeliveryArgments()

OS_SetLauncherParamAndResetHardware（）

関数Call

関数Call

関数Call

関数Call

関数Call
typeとbootTitleIDとflagsを引数で指定
その他の値は関数が自動的に生成

別アプリに与える引数文字列を引数で指定

自身のタイトルIDを引数で指定

自身のゲームコードを引数で指定

自身のメーカーコードを引数で指定

引数にTRUEを指定し、アプリ間パラメタの
validフラグを立てる

引数にarｇSizeを指定
その他の値はゼロクリアされる
アプリ間パラメタ書き込み可能状態になる

アプリの状態をPrivate
セーブ領域にセーブ

Private
セーブ領域

データセーブ

OS_IsValidDeliveryArgumentInfo()関数Call
アプリ間パラメタのvalidフラグが立っているかどう
かを判定する

OS_GetTitleIdFromDeliveryArgumentInfo()関数Call

OS_DecodeDeliveryBuffer()

OS_GetArgv()

アプリ間パラメタ読み込み可能状態になる

アプリ間パラメタに設定されたタイトルIDを取得

アプリ間パラメタに設定された引数文字列を取得

アプリ間パラメタの
validフラグが立ってい

るか

NO

メニュー表示



bootTitleID

アプリA（or C）

0x00

0x10

0xf0

0x20

アプリ間連携サンプルプログラムの動作説明（A（or C）を起動）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d e f

arguments

titleID gameCode
maker
Code

arg
Size

flag

アプリ間パラメタ
(OSDeliverArgInfo *) HW_PARAM_DELIVER_ARG（0x02000000）

ランチャーパラメタ
（LauncherParam *）HW_PARAM_LAUNCH_PARAM(0x02000100)

magicCode
ty
pe

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d e f

crc16 prevTitleID

flags rsv[4]

bodyLength

0x00

0x10

BODYHEADER

アプリ間パラメータの初期化

validフラグを立てる

メーカーコード、ゲームコー
ド、タイトルIDのセット

引数”-r”のセット

起動元のアプリA（or C）を直
接起動するようにランチャー
パラメタを設定し、リセット

OS_InitArgBufferForDelivery()

Hot/Coldスタート判定およ
びランチャーパラメタの検証

ランチャーパラメタから、起
動時のオプション（ロゴスキ
ップ、直接起動etc）を決定。

直接起動でない。アプリ間
パラメタをクリア

NO
Hotスタート且つパラ

メタ検証OK？

YES

アプリ直接起動？

YES

アプリを起動
（今回のケースではアプリA

（or C)を起動）

NO

アプリ選択画面

アプリ選択＆実行

アプリBからA（or C）に復帰

Coldスタート
リセット

起動

アプリ間パラメタから、引数
文字列を読み込み

YES

Launcher

アプリB

OS_SetValidDeliveryArgumentInfo()

OS_SetMakerCodeToDeliveryArgumentInfo()

OS_SetGameCodeToDeliveryArgumentInfo()

OS_SetTitleIdToDeliveryArgumentInfo()

OS_SetDeliveryArgments()

OS_SetLauncherParamAndResetHardware（）

関数Call

関数Call

関数Call

関数Call

関数Call

typeとbootTitleIDとflagsを引数で指定
その他の値は関数が自動的に生成
起動元アプリA(or C)のtitleIDはBの起動
時に取得済みなので、これをセットする

別アプリに与える引数文字列を引数で指定
このケースでは”-r”をセットする

自身のタイトルIDを引数で指定

自身のゲームコードを引数で指定

自身のメーカーコードを引数で指定

引数にTRUEを指定し、アプリ間パラメタの
validフラグを立てる

引数にarｇSizeを指定
その他の値はゼロクリアされる
アプリ間パラメタ書き込み可能状態になる

OS_IsValidDeliveryArgumentInfo()関数Call
アプリ間パラメタのvalidフラグが立っているかどう
かを判定する

関数Call
OS_DecodeDeliveryBuffer()

OS_GetArgv()

アプリ間パラメタ読み込み可能状態になる

アプリ間パラメタに設定されたタイトルIDを取得

アプリ間パラメタの
validフラグが立ってい

るか

NO

メニュー表示

アプリの状態をPrivate
セーブ領域からロード

Private
セーブ領域

データロード

パラメタ文字列は
”-r”か

YES

NO アプリA（or C）からアプリBを起動する直前の
アプリの状態が保存されている



relocInfo[RELOCATE_INFO_NUM]

bootTitleID

0x00

0x10

0xf0

0x20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d e f

arguments

titleID gameCode makerCode
arg
Size

flag

アプリ間パラメタ
(OSDeliverArgInfo *) HW_PARAM_DELIVER_ARG（0x02000000）

ランチャーパラメタ
（LauncherParam *）HW_PARAM_LAUNCH_PARAM(0x02000100)

magicCode type
body

Length

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d e f

crc16 prevTitleID

flags rsv[4]

0x00

0x10

BODY

HEADER

アプリ間連携及びランチャーへの指示のためのパラメタ仕様

typedef struct LauncherBootFlags {
u16 isValid : 1; // TRUE:valid, FALSE:invalid
u16 bootType : 3; // LauncherBootTypeの値を使用
u16 isLogoSkip : 1; // ロゴデモスキップ要求
u16 isInitialShortcutSkip : 1; // 初回起動シーケンススキップ要求
u16 isAppLoadCompleted : 1; // アプリロード済みを示す
u16 isAppRelocate : 1; // アプリ再配置要求
u16 rsv : 8;

}LauncherBootFlags;

BODY部分の
CRC16

パラメタの正
当性検証用

マジックコード
パラメタの正当性

検証用

ビットフィールド
[2-7] : 予約
[1] : validフラグ
[0] : エンコードフラグ

BODYタイプ判別
用の値

現在はBODYタイ
プが一種類しか

存在しないため、
この値は未使用

titleIDがあるので、もはや不要？

titleIDがあるので、もはや不要？

呼び出し元アプリのtitleID

TWLカードアプリも可（予定）
DSカードに関しては基本サポートしない
が、GameCodeとMakerCodeを無理やり
埋め込めば可能にする（予定）


